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め
に

　

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
八
月
初
旬
、
一
年
以
上
居
場
所
が
分
か
ら
ず
、
就
学
が
確
認
で
き
な
い
学
齢
期
の
児
童
生
徒
が
一
一
八
三
人

（
同
年
五
月
一
日
現
在
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
を
除
く
）
で
前
年
度
の
約
三
・
六
倍
で
あ
る
と
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
報
道
が
な
さ
れ

た
（
ち
な
み
に
、
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
度
以
降
、﹁
一
年
以
上
居
所
不
明
﹂
と
さ
れ
た
学
齢
児
童
生
徒
数
は
約
三
〇
〇
人
か
ら
四
〇

〇
人
程
度
で
推
移
し
て
き
た
）。
地
域
別
で
は
、
愛
知
県
二
七
二
人
、
東
京
都
二
〇
〇
人
な
ど
、
大
都
市
を
抱
え
る
都
道
府
県
に
集
中
し
て

い
る
。
居
所
不
明
の
原
因
に
つ
い
て
の
調
査
資
料
は
な
く
、
保
護
者
の
病
気
に
よ
る
転
居
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
、
Ｄ

Ｖ
）
の
被
害
か
ら
の
避
難
、
借
金
な
ど
に
よ
る
一
家
失
踪
、
海
外
へ
の
出
国
な
ど
が
、
理
由
と
し
て
推
測
さ
れ
る）

1
（

。﹁
一
年
以
上
居
所
不
明
﹂

と
さ
れ
た
後
の
状
況
も
ほ
と
ん
ど
把
握
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
多
く
が
就
学
の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と

二
四
三
九
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は
想
像
に
難
く
な
い
。
平
成
二
三
年
に
そ
の
数
が
急
増
し
た
理
由
と
し
て
、
調
査
を
行
っ
た
文
科
省
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
調
査
方
法
の
不

徹
底
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
義
務
教
育
制
度
の
整
備
さ
れ
た
現
代
日
本
に
お
い
て
、
な
ぜ
﹁
一
年
以
上
居
所
不
明
﹂
と
さ
れ

る
児
童
生
徒
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

他
方
、
文
科
省
の
平
成
二
三
年
度
﹁
学
校
基
本
調
査
﹂
）
2
（

に
よ
れ
ば
、
平
成
二
二
年
度
間
の
﹁
長
期
欠
席
者
数
﹂（
年
度
間
に
通
算
三
〇
日

間
以
上
欠
席
し
た
人
数
）
は
、
小
学
校
で
五
万
二
五
九
四
人
、
中
学
校
で
一
二
万
四
五
四
四
人
、
中
等
教
育
学
校
（
前
期
課
程
）
で
二
三
二

人
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
別
内
訳
は
、
小
学
校
に
お
い
て
は
不
登
校）

3
（

を
理
由
と
す
る
者
が
二
万
二
四
六
三
人
（
約
四
三

％
）、
病
気
・
経
済
的
理
由
・
そ
の
他
を
理
由
と
す
る
者）

4
（

が
三
万
〇
一
三
一
人
（
約
五
七
％
）、
中
学
校
に
お
い
て
は
前
者
が
九
万
七
二
五
五

人
（
約
七
八
％
）、
後
者
が
二
万
七
二
八
九
人
（
約
二
二
％
）、
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
は
前
者
が
一
七
三
人
（
約
七
五
％
）、
後
者
が
五

九
人
（
約
二
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
二
年
度
の
学
齢
児
童
総
数
は
六
九
九
万
三
三
七
六
人
、
学
齢
生
徒
総
数
は
三
五
七
万
四
〇
七

〇
人
で
あ
る
か
ら
、
小
学
校
に
お
い
て
は
約
〇
・
七
五
％
の
児
童
が
、
中
学
校
に
お
い
て
は
約
三
・
五
％
の
生
徒
が
何
ら
か
の
理
由
で
学
校

を
長
期
欠
席
し
て
お
り
、
小
学
児
童
の
約
〇
・
三
％
お
よ
び
中
学
生
徒
の
約
二
・
七
％
が
不
登
校
で
あ
る
（
な
お
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
全

児
童
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は
、
小
学
校
に
お
い
て
は
平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
度
以
降
、
中
学
校
に
お
い
て
は
平
成
一
三
年
度
以
降
ほ

ぼ
横
ば
い
で
あ
る
）。

　

長
期
欠
席
者
に
つ
い
て
は
そ
の
原
因
と
な
っ
た
状
況
が
改
善
さ
れ
れ
ば
登
校
は
可
能
と
な
る
が
、
欠
席
し
て
い
る
間
に
十
分
な
教
育
を
受

け
ら
れ
な
い
事
態
が
起
こ
り
う
る
。
更
に
、
長
期
欠
席
者
の
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
そ
の
き
っ
か
け
も
、
い
じ
め

を
除
く
友
人
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
（
一
五
・
二
％
）、
学
業
の
不
振
（
八
・
三
％
）、
親
子
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
（
一
〇
・
七
％
）、
無
気
力

（
二
一
・
七
％
）、
不
安
な
ど
情
緒
的
混
乱
（
二
三
・
七
％
）
な
ど
様
々
で
あ
り）

5
（

、
そ
の
改
善
の
た
め
の
対
応
策
も
一
様
で
は
な
い
。
不
登
校

児
童
生
徒
の
中
に
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
う
こ
と
で
教
育
を
受
け
て
い
る
者
も
い
る
一
方
、
ほ
と
ん
ど
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
状

二
四
四
〇
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況
に
置
か
れ
て
い
る
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
齢
期
に
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
学
校
教
育
を
受
け
て
い
な
い
児
童
生
徒
の
問
題
を
契
機
と
し
て
、

憲
法
二
六
条
が
保
障
す
る
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
の
意
義
の
再
検
討
を
試
み
る
。

（
1
）　

石
川
結
貴
﹃
ル
ポ
子
ど
も
の
無
縁
社
会
﹄（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
・
二
〇
一
一
年
）
三
五

－

三
六
頁
。

（
2
）　

平
成
二
三
年
度
﹁
学
校
基
本
調
査
﹂（
平
成
二
四
年
二
月
六
日
に
確
定
値
公
表
）。http://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/toukei/chousa01/kihon/kekka/

k_detail/1315581.htm
、
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日

（
3
）　
﹁
不
登
校
﹂
と
は
﹁
病
気
﹂
や
﹁
経
済
的
理
由
﹂
以
外
の
何
か
し
ら
の
理
由
で
、
登
校
し
な
い
（
で
き
な
い
）
こ
と
に
よ
り
長
期
欠
席
し
た
者
と
さ
れ
る
。

（
4
）　
﹁
病
気
﹂
と
は
心
身
の
故
障
や
ケ
ガ
な
ど
で
入
院
、
通
院
、
自
宅
療
養
の
た
め
長
期
欠
席
し
た
者
を
い
い
、
自
宅
療
養
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
医
師
の
指
示
や
診
断

書
の
有
無
で
判
断
さ
れ
る
が
、
本
人
の
周
囲
の
者
が
適
切
と
判
断
し
た
場
合
も
含
ま
れ
る
。﹁
経
済
的
理
由
﹂
は
家
計
が
苦
し
く
教
育
費
が
出
せ
な
い
、
本
人
が
働
い
て
家
計

を
助
け
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
長
期
欠
席
し
た
者
を
い
う
。
ま
た
、﹁
そ
の
他
の
理
由
﹂
は
、﹁
病
気
﹂﹁
経
済
的
理
由
﹂﹁
不
登
校
﹂
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
理
由
に
よ
り

長
期
欠
席
し
た
者
を
い
い
、
例
え
ば
、
①
保
護
者
の
教
育
へ
の
考
え
方
や
無
理
解
・
無
関
心
な
ど
家
庭
の
事
情
、
②
外
国
で
の
長
期
滞
在
、
③
国
内
・
外
へ
の
旅
行
等
、
④
﹁
病

気
﹂
と
﹁
不
登
校
﹂
な
ど
の
欠
席
理
由
が
二
つ
以
上
あ
り
主
た
る
理
由
が
特
定
で
き
な
い
者
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

（
5
）　

平
成
二
二
年
度
﹁
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
等
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
調
査
﹂（
文
科
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
、
平
成
二
三
年
八
月
四
日
公
表
）http://

w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/houdou/24/09/__icsF

iles/afieldfile/2012/09/11/1325751_01.pdf

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
。

第
一
章　

就
学
義
務
と
不
就
学
児
童
生
徒

　

一
．
就
学
義
務

　

憲
法
二
六
条
第
二
項
お
よ
び
教
育
基
本
法
（
以
下
、
教
基
法
）
五
条
の
義
務
教
育
の
規
定
を
受
け
て
、
学
校
教
育
法
（
以
下
、
学
校
法
）

二
四
四
一
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一
六
条
、
一
七
条
第
一
項
・
第
二
項
は
、
保
護
者
に
対
し
て
、
子
に
九
年
の
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
を
課
し
、
こ
の
義
務
を
、
督
促

を
受
け
て
も
な
お
履
行
し
な
い
者
に
対
し
て
、
同
法
一
四
四
条
が
﹁
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
﹂
を
科
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
法
一
八
条
は

﹁
病
弱
、
発
育
不
完
全
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
た
め
﹂
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
し
て
い
る
。﹁
病
弱
、
発
育
不
完
全
﹂
に
つ
い
て
は
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
教
育
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
と
さ
れ
、﹁
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
﹂
と
し
て
、
①
児
童
生
徒
の
失
踪
、
②
児
童
自
立
支
援
施
設
ま
た
は
少
年
院
に
収
容
さ
れ
た
と
き
、
③
帰
国
児
童

生
徒
の
日
本
語
の
能
力
が
養
わ
れ
る
ま
で
の
一
定
期
間
、日
本
語
の
能
力
を
養
う
の
に
適
当
と
認
め
ら
れ
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
き
、

④
重
国
籍
者
が
家
庭
事
情
等
か
ら
客
観
的
に
将
来
外
国
の
国
籍
を
選
択
す
る
可
能
性
が
強
い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
他
に
教
育
を
受
け
る
機

会
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
由
が
あ
る
と
き
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

6
（

。
な
お
、
学
齢
児
童
生
徒
が
保
護
者
と
一
緒
に
（
一
方
の

保
護
者
の
み
の
場
合
も
含
む
）
国
外
に
転
出
し
た
場
合
、
学
齢
児
童
生
徒
が
単
独
で
国
外
に
転
出
し
た
場
合
、
学
齢
児
童
生
徒
が
祖
父
母
等

と
国
内
に
居
住
し
そ
の
保
護
者
が
国
外
に
転
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
保
護
者
に
就
学
義
務
が
課
さ
れ
な
い
た
め
、
就
学
義
務
の
猶
予
ま
た

は
免
除
に
は
当
た
ら
な
い）

7
（

。
ま
た
、
就
学
義
務
の
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
護
者
が
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
願
い
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
学
校
法
施
行
規
則
三
四
条
）。
就
学
義
務
を
負
う
者
は
、
日
本
国
民
で
あ
る
保
護
者
で
あ
り
、
外
国
人
の
場
合
に
は
義

務
が
課
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
、
現
行
制
度
の
下
で
は
、
就
学
は
学
校
法
一
条
が
定
め
る
学
校
（
い
わ
ゆ
る
一
条
校
）
へ
の
就
学
を
意
味
し
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル）

8
（

や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
へ
子
を
就
学
さ
せ
て
も
就
学
義
務
を
履
行
し
た
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
ち
な
み

に
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
度
﹁
学
校
基
本
調
査
﹂
に
よ
れ
ば
、
就
学
免
除
者
は
二
二
一
一
人
（
学
齢
児
童
一
五
六
二
人
、
学
齢
生
徒

六
四
九
人
）、
就
学
猶
予
者
は
一
六
八
三
人
（
学
齢
児
童
一
二
二
九
人
、
学
齢
生
徒
四
五
四
人
）
で
あ
る）

9
（

。

二
四
四
二
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二
．
学
齢
簿
と
一
年
以
上
居
所
不
明
者

　
﹁
一
年
以
上
居
所
不
明
者
﹂
と
は
、
文
科
省
の
﹁
学
校
基
本
調
査
﹂
の
不
就
学
学
齢
児
童
生
徒
調
査
の
一
項
目
と
し
て
、
前
述
の
就
学
猶

予
ま
た
は
免
除
者
と
は
別
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
法
施
行
令
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
（
以
下
、
市
町
村
教
委
）
に
対
し
て
、
そ
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
学
齢
児
童
お
よ
び
生
徒

に
つ
い
て
学
齢
簿
を
編
成
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
一
条
第
一
項
）。
そ
れ
を
受
け
、
市
町
村
教
委
は
、
一
〇
月
一
日
現
在
で
当
該

市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
者
で
翌
年
度
の
初
め
ま
で
に
満
六
歳
に
達
す
る
者
（
就
学
予
定
者
）
に
つ
い
て
学
齢
簿
を
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
同
施
行
令
二
条
）。
学
齢
簿
の
編
成
義
務
と
は
児
童
生
徒
の
入
学
時
だ
け
で
な
く
、
就
学
義
務
が
終
了
す
る
ま
で
、
こ
れ
を
整
備
し
、

保
管
す
る
こ
と
を
意
味
す
る）
₁₀
（

。

　

学
齢
簿
の
編
成
は
当
該
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
（
同
施
行
令
一
条
第
二
項
）
が
、
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

者
で
あ
っ
て
も
、
当
該
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
学
齢
簿
を
編
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
場
合
、
市
町
村
教
委
は
、
住
民

基
本
台
帳
に
脱
漏
ま
た
は
誤
載
が
あ
る
と
認
め
る
旨
を
遅
滞
な
く
当
該
市
町
村
長
に
通
報
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る）
₁₁
（

。
転
入
ま
た
は
転
居
の

届
け
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
教
委
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
施
行
令
四
条
）。

ま
た
、
市
町
村
内
の
区
域
内
に
転
住
し
て
き
た
学
齢
児
童
生
徒
を
学
齢
簿
に
記
載
し
た
と
き
は
、
当
該
教
委
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
前
住

所
地
の
教
委
に
通
知
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る）
₁（
（

。

　

学
齢
簿
に
は
、
学
齢
児
童
生
徒
に
関
す
る
事
項
、
保
護
者
に
関
す
る
事
項
、
就
学
す
る
学
校
に
関
す
る
事
項
、
就
学
の
督
促
に
関
す
る
事

項
、
就
学
義
務
の
猶
予
又
は
免
除
に
関
す
る
事
項
、
そ
の
他
の
事
項
（
市
町
村
教
委
が
必
要
と
認
め
る
事
項
）
に
つ
い
て
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
学
校
法
施
行
規
則
三
〇
条
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
齢
簿
は
、
就
学
義
務
の
発
生
お
よ
び
履
行
状
況
を
把
握
し
、
義
務
教
育
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。

二
四
四
三
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し
か
し
、
学
齢
簿
の
編
成
・
整
備
が
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
こ
と
か
ら
、
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
児
童
生
徒
が
学
校
に
来
な
く
な
っ
た
よ

う
な
場
合
に
は
居
所
不
明
と
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
、
一
年
以
上
居
所
が
不
明
で
あ
る
と
き
に
は
、
住
民
票
が
消
除
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
そ
の
旨
を
学
齢
簿
の
異
動
事
項
欄
に
記
入
し
、
学
齢
簿
の
編
成
上
、
就
学
義
務
の
猶
予
ま
た
は
免
除
の
あ
っ
た
者
と
同
様
に
別

に
簿
冊
を
編
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
き
た）
₁₃
（

。
と
こ
ろ
が
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
一
月
に
文
科
省
が
五
四
の
市
区
教
委
に
行
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト）
₁（
（

に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
約
二
割
が
学
籍
簿
と
別
に
簿
冊
を
編
成
し
て
お
ら
ず
、
居
所
不
明
者
数
の
計
上
方
法
に
つ
い
て
も
、
約
半
数
が

通
達
と
は
異
な
る
方
法
で
計
上
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査
方
法
の
不
徹
底
が
、
前
年
比
三
・
六
倍
増
の
原
因

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、﹁
一
年
以
上
居
所
不
明
者
﹂
の
問
題
に
は
よ
り
深
刻
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
法
の
下
で
は
、
保

護
者
が
住
民
票
を
異
動
で
き
な
い
事
情
を
抱
え
て
い
る
場
合
に
、
ひ
と
た
び
居
所
不
明
と
な
る
と
、
当
該
児
童
生
徒
が
ど
こ
に
居
住
し
て
い

る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
加
え
、
転
入
届
が
出
せ
な
い
と
き
に
は
、
転
校
も
で
き
ず
に
就
学
の
機
会
そ
の
も
の
を
失
う
こ
と

に
な
る
点
で
あ
る
。

（
6
）　

文
科
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
就
学
義
務
Ｑ
＆
Ａ
﹂
八
．
就
学
義
務
の
猶
予
又
は
免
除
に
つ
い
てhttp://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/shugaku/detail/1310253.

htm

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
。

（
7
）　

同
右
。

（
8
）　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
中
に
も
、幕
張
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
に
一
条
校
と
し
て
認
可
さ
れ
た（
二
〇
〇
九
年
全
国
初
の
指
定
）学
校
も
あ
る
。

（
9
）　
﹁
就
学
義
務
の
猶
予
又
は
免
除
に
関
す
る
就
学
事
務
処
理
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
﹂（
平
成
二
三
年
一
一
月
一
〇
日
、
二
三
初
初
企
第
七
二
号
）
に
よ
る
と
、
保
護
者
か
ら
の

願
い
出
が
な
い
ま
ま
就
学
義
務
の
猶
予
や
免
除
を
し
て
い
る
例
、
国
外
に
転
居
し
た
学
齢
児
童
生
徒
を
就
学
義
務
猶
予
ま
た
は
免
除
者
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
例
が
確
認
さ

れ
、﹁
一
年
以
上
居
所
不
明
者
﹂
同
様
、
本
通
知
に
よ
り
調
査
方
法
の
徹
底
が
図
ら
れ
た
。

（
10
）　
﹁
学
校
教
育
法
施
行
令
の
制
定
に
つ
い
て
﹂（
昭
和
二
八
年
一
一
月
七
日
、
文
総
審
第
一
一
八
号
、
文
部
事
務
次
官
通
達
）

二
四
四
四
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（
11
）　
﹁
住
民
基
本
台
帳
法
の
制
定
に
伴
う
学
校
法
施
行
令
お
よ
び
学
校
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
﹂（
昭
和
四
二
年
一
〇
月
二
日
、
文
初
財
第
三
九
六
号
、
文
部
省
初
等

中
等
教
育
局
長
通
達
）

（
12
）　
﹁
学
齢
簿
お
よ
び
指
導
要
録
の
取
扱
に
つ
い
て
﹂（
昭
和
三
二
年
二
月
二
五
日
、
文
初
財
第
八
三
号
、
文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
通
達
）

（
13
）　

同
右
。

（
14
）　

文
科
省
は
平
成
二
三
年
一
月
一
九
日
か
ら
一
月
二
八
日
に
か
け
て
、
政
令
指
定
都
市
、
県
庁
所
在
地
、
世
田
谷
区
、
江
戸
川
区
、
練
馬
区
の
各
教
育
委
員
会
（
五
四
市
区
教
委
）

に
対
し
て
、﹁
一
年
以
上
居
所
不
明
者
数
﹂
の
計
上
方
法
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
（﹁
平
成
二
二
年
度
学
校
基
本
調
査
﹃
不
就
学
学
齢
児
童
生
徒
調
査
﹄
に
お
け
る
﹃
一
年

以
上
居
所
不
明
者
数
﹄
の
計
上
方
法
等
に
つ
い
て
﹂http://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/shugaku/detail/1307960.htm

、最
終
閲
覧
日
二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
）。

そ
の
上
で
、前
出
の
昭
和
三
二
年
通
達
に
基
づ
い
た
調
査
を
徹
底
す
べ
く
、平
成
二
三
年
四
月
一
四
日
付
で
﹁
学
校
基
本
調
査
﹃
不
就
学
学
齢
児
童
生
徒
調
査
﹄
に
お
け
る
﹃
一

年
以
上
居
所
不
明
者
数
﹄
の
取
扱
に
つ
い
て
﹂
と
い
う
通
知
を
出
し
た
（
二
三
生
調
企
第
二
号
）。

第
二
章　

長
期
欠
席
者
と
修
了
認
定

　

一
．
法
制
度

　

学
校
法
三
二
条
は
﹁
小
学
校
の
修
業
年
限
は
、
六
年
と
す
る
﹂
と
し
、
同
四
七
条
は
﹁
中
学
校
の
修
業
年
限
は
、
三
年
と
す
る
﹂
と
定
め

る
。
同
一
七
条
は
、
保
護
者
に
対
し
、﹁
子
の
満
六
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
学
年
の
初
め
か
ら
、
満
一
二
歳
に
達
し

た
日
の
属
す
る
学
年
の
終
わ
り
ま
で
﹂
小
学
校
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
に
就
学
さ
せ
る
義
務
（
第
一
項
）
を
、﹁
子
が
小
学
校
又

は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
の
課
程
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
学
年
の
初
め
か
ら
、
満
一
五
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る

学
年
の
終
わ
り
ま
で
﹂
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
の
中
等
部
に
就
学
さ
せ
る
義
務
（
第
二
項
）
を
課
し

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
法
施
行
規
則
五
七
条
は
﹁
小
学
校
に
お
い
て
、
各
学
年
の
課
程
の
修
了
又
は
卒
業
を
認
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
児
童

の
平
素
の
成
績
を
評
価
し
て
、
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
す
る
（
同
規
則
七
九
条
に
よ
り
中
学
校
に
準
用
）。

二
四
四
五
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こ
の
よ
う
に
、
法
制
度
と
し
て
は
、
義
務
教
育
は
、
満
六
歳
か
ら
満
一
五
歳
ま
で
の
間
、
小
学
校
六
年
間
、
中
学
校
三
年
間
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
課
程
の
修
了
お
よ
び
卒
業
の
認
定
に
つ
い
て
は
﹁
平
素
の
成
績
を
評
価
し
て
﹂
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
学
年）
₁₅
（

の
中
途
に
お
い
て

学
力
の
認
定
を
行
い
上
級
学
年
に
進
級
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
各
学
年
の
課
程
の
修
了
は
学
年
の
終
わ
り
に
認
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、

各
学
年
の
課
程
を
修
了
し
な
い
で
上
級
学
年
へ
の
進
級
は
認
め
ら
れ
な
い）
₁₆
（

。
ま
た
、
義
務
教
育
に
お
い
て
も
原
級
留
置
は
認
め
ら
れ
る）
₁₇
（

が
、

満
一
五
歳
を
超
え
て
原
級
に
留
ま
っ
た
場
合
に
は
、
保
護
者
の
就
学
義
務
は
延
長
さ
れ
な
い）
₁₈
（

。

　

そ
こ
で
、
問
題
に
な
る
の
が
、
不
就
学
・
長
期
欠
席
児
童
生
徒
の
課
程
修
了
お
よ
び
卒
業
の
認
定
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
委
員
長
の
照
会
に
対
す
る
初
等
中
等
教
育
局
長
回
答）
₁₉
（

が
、﹁
学
校
の
規
定
し
た
総
授
業
時
数
に
満
た

な
い
生
徒
に
つ
い
て
も
適
当
な
方
法
で
そ
の
成
績
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
卒
業
を
認
定
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
﹂
が
、﹁
総
授
業
時
数
の

半
分
以
上
も
欠
席
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
卒
業
の
認
定
は
与
え
ら
れ
な
い
﹂
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
本

回
答
が
出
さ
れ
た
時
代
と
現
代
で
は
不
就
学
や
長
期
欠
席
が
生
ず
る
社
会
的
背
景
も
異
な
り）
（₀
（

、
今
日
、
行
政
実
例
と
し
て
﹁
総
授
業
時
数
の

半
分
以
上
の
欠
席
﹂
が
卒
業
認
定
の
判
断
基
準
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る）
（₁
（

。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
課
程
修
了
及
び

卒
業
認
定
に
つ
い
て
は
、
校
長
に
広
い
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
違
法
性
が
争
わ
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い）
（（
（

が
、
留
年
を
希
望

す
る
親
の
意
に
反
し
て
小
学
校
の
校
長
が
進
級
さ
せ
た
こ
と
の
取
消
し
を
求
め
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

二
．
神
戸
市
立
小
学
校
進
級
処
分
取
消
請
求
事
件
（
神
戸
地
判
平
成
五
（
一
九
九
三
）・
八
・
三
〇
（
確
定
）））
（₃
（

【
事
実
の
概
要
】

　

原
告
は
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
市
立
Ａ
小
に
入
学
し
、
一
年
か
ら
四
年
ま
で
の
成
績
は
普
通
か
ら
良
の
方
で
、
身
体
の
成
長
は
良

二
四
四
六
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好
、
性
格
も
明
る
い
生
徒
で
あ
っ
た
。
五
年
に
進
級
し
た
後
、
原
告
が
ク
ラ
ス
で
泥
棒
扱
い
を
受
け
た
り
物
を
盗
ま
れ
た
り
し
た
と
の
理
由

で
、
原
告
の
父
は
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
六
月
か
ら
原
告
を
登
校
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
学
校
側
に
ク
ラ
ス
替
え
を
申
入
れ

た
が
拒
否
さ
れ
た
。
原
告
は
、
同
年
六
月
二
七
日
か
ら
登
校
を
再
開
し
た
が
教
室
で
の
受
講
を
拒
否
し
、
同
年
九
月
末
日
ま
で
の
間
、
別
室

で
一
人
で
プ
リ
ン
ト
等
の
学
習
を
し
た
。
同
年
一
〇
月
一
日
、
原
告
の
父
は
、
原
告
を
留
年
さ
せ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
、
留
年
さ
せ

る
か
ら
別
室
指
導
は
不
要
で
あ
る
と
学
校
側
に
伝
え
る
と
と
も
に
原
告
の
登
校
を
止
め
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
学
校
側
は
、
教
頭
等
か
ら

父
に
対
し
原
告
を
登
校
さ
せ
る
よ
う
促
す
と
と
も
に
、
担
任
か
ら
は
原
告
に
対
し
級
友
を
通
じ
て
学
校
や
学
級
の
行
事
等
を
知
ら
せ
る
連
絡

等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
神
戸
市
教
委
が
隣
接
す
る
小
学
校
へ
の
指
定
外
通
学
を
提
案
し
た
が
、
父
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
翌
年
三
月
に
校
長

は
原
告
を
同
校
の
第
六
学
年
に
進
級
さ
せ
る
と
の
処
分
（
以
下
﹁
本
件
処
分
﹂）
を
行
っ
た
の
で
、
原
告
は
、
本
件
処
分
の
取
消
し
を
求
め

て
提
訴
し
た
。

【
判
旨
】

（
一
）
進
級
認
定
の
判
断
基
準

　

小
学
校
の
各
学
年
の
課
程
の
修
了
認
定
は
、
児
童
の
平
素
の
成
績
を
評
価
し
て
行
う
（
学
校
法
施
行
規
則
二
七
条
（
現
行
五
七
条
））
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
判
断
は
、
高
度
に
技
術
的
な
教
育
的
判
断
で
あ
る
か
ら
、
学
校
長
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
認
定
は
、
義
務
教
育
で
あ
り
、
か
つ
心
身
の
発
達
に
応
じ
た
初
等
普
通
教
育
を
施
す
小
学
校
に
あ
っ
て
は
、
⋮
⋮
児
童
本
人
の

性
格
・
資
質
・
能
力
・
健
康
状
態
・
生
活
態
度
・
今
後
の
発
展
性
を
考
慮
し
た
教
育
的
配
慮
の
下
で
総
合
的
判
断
に
よ
り
決
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
仮
に
、
学
業
成
績
や
出
席
日
数
の
み
に
基
づ
き
、
進
級
を
さ
せ
な
い
と
し
た
場
合
、
小
学
校
の
段
階
で
は
年
齢
に
よ
り
、
体

格
・
精
神
年
齢
・
運
動
能
力
に
顕
著
な
差
が
あ
り
、
一
学
年
遅
れ
る
と
次
学
年
の
児
童
の
間
に
溶
け
込
む
の
に
大
変
な
努
力
が
必
要
と
な
る

二
四
四
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し
、
社
会
的
な
違
和
感
に
耐
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
著
し
い
不
利
益
を
被
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
進
級
認
定
の

可
否
を
単
純
な
成
績
評
価
や
出
席
日
数
の
み
で
判
断
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
。

（
二
）
別
室
指
導
を
出
席
日
数
に
含
め
て
判
断
す
る
こ
と
の
適
否

　
（
本
件
の
）
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
原
告
は
、
学
校
の
監
督
下
で
学
校
側
の
指
導
方
針
に
従
っ
て
学
習
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
⋮

そ
し
て
、
本
件
の
よ
う
に
原
告
自
身
が
正
規
の
教
室
に
お
い
て
授
業
を
受
け
る
の
を
拒
否
し
て
い
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
の
下
で
、
学
校
側

の
人
員
の
制
約
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
⋮
別
室
指
導
も
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
っ
て
、
正
規
の
授
業
と
同
視
し
て
も
よ
い
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
別
室
指
導
を
出
席
日
数
に
含
め
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
原
告
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

（
三
）
七
一
日
間（
（（
（

の
出
席
で
進
級
を
認
め
る
こ
と
が
校
長
の
裁
量
権
の
逸
脱
と
い
え
る
か

　

原
告
は
、
学
校
法
一
九
条
（
現
行
三
二
条
）、
文
部
省
初
等
中
等
局
長
回
答）
（₅
（

を
挙
げ
て
、
出
席
日
数
が
年
間
の
三
分
の
一
く
ら
い
に
極
端

に
少
な
い
児
童
は
、
た
と
え
、
成
績
が
良
く
て
も
進
級
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
本
件
処
分
は
校
長
の
裁
量
権
の
逸
脱

で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、（
同
）
条
は
小
学
校
は
六
学
年
制
を
採
用
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
し
、
右
⋮
回
答
は
、

学
年
の
途
中
で
学
力
の
認
定
を
行
い
上
級
学
年
に
進
級
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
直
接
の
指
針

と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
一
般
的
に
義
務
教
育
で
は
年
齢
主
義
的
な
学
年
制
の
運
用
が
さ
れ
て
い
る
が
、
殊
に
、
初
等
普
通
教
育
に
お
い
て

は
﹁
心
身
の
発
達
に
応
じ
て
﹂
教
育
を
施
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
（
学
校
法
一
七
条
（
現
行
二
九
条
））
（₆
（

）、
小
学
校
の
段
階
で
は
年
齢
に

よ
り
、
精
神
年
齢
・
運
動
能
力
・
体
格
等
心
身
の
発
達
に
顕
著
な
開
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
齢
別
の
教
育
が
最
も
適
す
る
と
い
え
る
。
ま

た
、
右
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
小
学
校
の
教
育
の
目
標
は
社
会
生
活
・
日
常
生
活
に
お
け
る
経
験
に
基
づ
い
て
必
要
な
能
力
を
養
う
こ

と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
（
同
法
一
八
条
（
現
行
三
〇
条
））
（₇
（

）
が
、
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
同
じ
社
会
生
活
・
日
常
生
活
上
の
経

験
を
有
す
る
同
年
齢
の
児
童
ご
と
に
教
育
す
る
こ
と
が
最
も
適
し
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
⋮
⋮
原
告
は
、
身
体
の
成
長
が
良
好
で
、
五
年

二
四
四
八
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一
組
の
児
童
中
、
体
格
が
一
番
よ
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
し
、
更
に
、
運
動
能
力
・
精
神
年
齢
等
が
他
の
同
年
齢
の
児
童
と
比
し
て
劣
っ
て

い
て
一
年
下
の
学
年
の
児
童
と
共
に
教
育
す
る
方
が
適
す
る
と
判
断
さ
れ
る
事
情
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
処
分
が
校

長
の
裁
量
権
の
逸
脱
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
15
）　

小
学
校
の
学
年
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
の
三
月
三
一
日
に
終
わ
る
（
学
校
法
施
行
規
則
五
九
条
、
同
七
九
条
で
中
学
校
に
準
用
）。

（
16
）　
﹁
学
齢
と
進
級
に
つ
い
て
の
法
的
解
釈
に
つ
い
て
﹂（
昭
和
二
九
年
一
〇
月
一
九
日
、
雑
初
第
三
五
六
号
、
初
等
中
等
教
育
局
長
回
答
）

（
17
）　
﹁
課
程
の
修
了
又
は
卒
業
の
認
定
等
に
つ
い
て
﹂（
昭
和
二
八
年
三
月
一
二
日
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て
、
初
等
中
等
教
育
局
長
回
答
）
は
、
学
校
法
施
行
規
則
二

七
条
（
現
行
五
七
条
）、
二
八
条
（
同
五
八
条
）
に
よ
り
原
級
留
置
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
18
）　

同
右
。

（
19
）　

同
右
。

（
20
）　

昭
和
三
〇
年
九
月
三
〇
日
付
の
﹁
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
不
就
学
お
よ
び
長
期
欠
席
児
童
生
徒
対
策
に
つ
い
て
﹂（
文
初
中
第
三
七
一
号
・
厚
生
省
文
児
第
一
八
八
号
・

収
婦
第
四
四
号
、
文
部
事
務
次
官
・
厚
生
事
務
次
官
・
労
働
事
務
次
官
通
達
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
不
就
学
・
長
期
欠
席
状
態
に
あ
る
学
齢
児
童
生
徒
数
が
三
〇
万
人
を
超
え
（
学

齢
児
童
生
徒
総
数
は
一
六
四
四
万
五
二
九
三
人
）、
児
童
生
徒
の
不
良
化
、
不
当
労
働
慣
行
（
い
わ
ゆ
る
人
身
売
買
）
等
と
関
連
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　

例
え
ば
、
平
成
四
年
九
月
二
四
日
﹁
登
校
拒
否
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
﹂（
文
初
中
第
三
三
〇
号
、
初
等
中
等
教
育
局
長
通
知
）
は
、
登
校
拒
否
児
童
生
徒
が
学
校
外
の

施
設
に
お
い
て
相
談
・
指
導
を
受
け
る
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
そ
れ
ら
の
施
設
で
相
談
・
指
導
を
受
け
た
日
数
を
指
導
要
録
上
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
﹁
保
健
室
登
校
﹂
も
欠
席
者
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
（
文
科
省
﹁
質
疑
応
答
集
（
初
等
中
等
教
育
機
関
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校
編 

問
三
〇
）﹂

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/toukei/chousa01/kihon/qa/1292141.htm

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
）。

（
22
）　

高
校
レ
ベ
ル
で
は
、
原
級
留
置
処
分
お
よ
び
退
学
処
分
の
取
消
し
を
求
め
た
ケ
ー
ス
（
神
戸
地
判
平
五
・
二
・
二
二
、
大
阪
高
判
平
六
・
一
二
・
二
二
、
最
判
平
八
・
三
・
八
）、

原
級
留
置
処
分
の
無
効
確
認
を
求
め
た
ケ
ー
ス
（
東
京
地
判
昭
六
二
・
四
・
一
、
東
京
高
判
昭
六
二
・
一
二
・
一
六
）、
原
級
留
置
処
分
の
無
効
確
認
お
よ
び
債
務
不
履
行
に

基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
た
ケ
ー
ス
（
東
京
地
判
平
一
九
・
三
・
二
六
）
が
あ
る
。

（
23
）　

判
例
タ
イ
ム
ズ
八
三
三
号
一
七
七
頁
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
本
案
訴
訟
と
と
も
に
、
進
級
認
定
処
分
の
執
行
停
止
が
申
し
立
て
ら
れ
た
が
、
神
戸
地
裁
は
﹁
回
復
困
難
な
損

害
を
避
け
る
た
め
の
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
﹂
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
却
下
し
た
（
神
戸
地
決
平
五
・
五
・
一
一
）。

二
四
四
九
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（
24
）　

ち
な
み
に
、
平
成
四
年
度
の
Ａ
小
学
校
第
五
学
年
の
総
授
業
日
数
は
二
三
五
日
で
あ
っ
た
。

（
25
）　
﹁
学
齢
と
進
級
に
つ
い
て
の
法
的
解
釈
に
つ
い
て
﹂（
注
（
16
）
参
照
）。
本
回
答
は
、
小
学
校
の
三
学
年
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
（
虚
弱
の
た
め
一
年
遅
れ
て
入
学
）
を
第

二
学
期
よ
り
四
年
生
へ
進
級
さ
せ
る
こ
と
の
可
否
を
問
う
東
京
都
教
育
長
宛
て
の
回
答
で
あ
る
。

（
26
）　

新
旧
い
ず
れ
も
﹁
小
学
校
の
目
的
﹂
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
文
言
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
。

（
27
）　

新
旧
い
ず
れ
も
﹁
小
学
校
教
育
の
目
標
﹂
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
内
容
的
な
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

【
検
討
】

　

本
判
決
は
、
修
了
の
認
定
は
、
児
童
本
人
の
性
格
・
資
質
・
能
力
・
健
康
状
態
・
生
活
態
度
・
今
後
の
発
展
性
を
考
慮
し
た
教
育
的
配
慮

の
下
で
総
合
的
判
断
に
よ
り
決
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
進
級
認
定
の
可
否
を
単
純
な
成
績
評
価
や
出
席
日
数
の
み
で
判
断
す
る
の
は
妥

当
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
原
告
の
学
力
、
別
室
指
導
、
出
席
日
数
（
別
室
指
導
も
含
め
、
総
授
業
日
数
の
約
三
割
）
の
い
ず
れ
の

点
か
ら
も
、
裁
量
権
の
逸
脱
は
な
い
と
し
た
。

　

本
判
決
の
意
義
は
、
出
席
日
数
七
一
日
間
で
進
級
を
認
め
る
こ
と
と
の
関
連
で
、
小
学
校
の
段
階
で
は
﹁
年
齢
別
の
教
育
が
最
も
適
す
る
﹂

と
説
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

義
務
教
育
制
度
に
お
け
る
義
務
の
完
了
を
認
定
す
る
に
当
た
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
の
国
民
学
校
令
が

﹁
満
一
四
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
ノ
属
ス
ル
学
年
ノ
終
迄
﹂（
八
条
）
と
し
て
以
来
、
現
在
の
学
校
法）
（₈
（

に
お
い
て
も
年
齢
主
義）
（₉
（

が
採
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
年
齢
に
達
し
た
な
ら
ば
、
自
動
的
に
義
務
教
育
は
終
了
し
た
と
認
め
る
も
の
で
あ
る）
₃₀
（

。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
原
級
留
置
も
、
学

齢
超
過
者
の
公
立
中
学
へ
の
就
学）
₃₁
（

も
認
め
ら
れ
て
い
る）
₃（
（

。
加
え
て
、
わ
が
国
の
小
・
中
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
は
所
定
の
教
育
課
程
を
そ
の

能
力
に
応
じ
て
一
定
の
年
限
の
間
履
修
す
れ
ば
よ
く
、
特
に
最
終
の
合
格
を
決
め
る
試
験
も
な
く
、
所
定
の
目
標
を
満
足
さ
せ
る
だ
け
の
履

修
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る
﹁
履
修
主
義
﹂
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
修
了
認
定
に
つ
い
て
学
校
長
に
広
範
な
裁

二
四
五
〇
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量
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
も
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

義
務
教
育
の
目
標
を
達
成
し
児
童
生
徒
に
学
力
を
保
障
す
る
た
め
に
、
義
務
教
育
の
修
了
の
認
定
や
評
価
の
考
え
方
と
し
て
、
い
か
な
る

考
え
方
に
立
つ
か
は
教
育
政
策
の
問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
育
政
策
も
憲
法
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
そ
こ

で
、
次
章
で
は
、
憲
法
二
六
条
が
保
障
す
る
教
育
を
受
け
る
権
利
に
関
す
る
憲
法
学
説
の
展
開
を
振
り
返
り
つ
つ
、
そ
の
保
障
の
意
味
に
つ

い
て
考
え
る
。

（
28
）　

学
校
法
一
七
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
。

（
29
）　

こ
れ
に
対
し
、
一
定
の
教
育
課
程
の
習
得
を
も
っ
て
義
務
教
育
が
終
了
し
た
と
み
る
﹁
課
程
主
義
﹂
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。﹁
課
程
主
義
﹂
は
、
児
童
生
徒
は
所
定
の
教

育
課
程
を
履
修
し
、
目
標
に
関
し
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
﹁
修
得
主
義
﹂
の
考
え
方
と
親
和
的
で
あ
る
。

（
30
）　

こ
こ
で
の
﹁
年
齢
主
義
﹂﹁
履
修
主
義
﹂﹁
課
程
主
義
﹂﹁
修
得
主
義
﹂
の
定
義
は
、
平
成
一
五
年
に
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
が
受
け
た
諮
問
﹁
今
後
の
初

等
中
等
教
育
改
革
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
﹂
に
対
し
、
平
成
一
七
年
に
公
表
さ
れ
た
﹁
義
務
教
育
に
係
る
諸
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
初
等
中
等
教
育
分
科
会
の
審
議
の
ま

と
め
）﹂
の
中
に
示
さ
れ
た
も
の
に
従
っ
た
。http://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/05082301.htm

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
二
年
九
月

二
一
日
。

（
31
）　

文
科
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
就
学
事
務
Ｑ
＆
Ａ
﹂
二
．
学
齢
超
過
者
の
中
学
校
へ
の
入
学
の
許
可
に
つ
い
てhttp://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/shugaku/

detail/1309971.htm

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
。

（
32
）　

二
〇
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
六
歳
以
上
で
小
学
校
・
中
学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
者
の
数
は
四
万
九
二
五
四
人
、
そ
の
う
ち
一
六
歳
か
ら
一
九
歳

ま
で
の
十
代
の
在
学
者
数
は
三
万
七
六
八
〇
人
で
あ
っ
た
。
第
二
次
基
本
集
計
・
全
国
結
果
・
報
告
書
掲
載
表
第
一
四
表
参
照
。http://w

w
w

.e-stat.go.jp/SG1/estat/

X
lsdl.do?sinfid=00000003185F

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
。

二
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第
三
章　

教
育
を
受
け
る
権
利
の
性
格

　

一
．﹁
学
習
権
﹂
の
承
認

　

元
来
、
憲
法
二
六
条
の
目
的
は
、
憲
法
二
五
条
が
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
国
民
に
保
障
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、﹁
国

家
が
教
育
の
機
会
均
等
に
つ
き
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
国
民
の
側
か
ら
権
利
と
し
て
把
握
し
た
も
の
﹂）
₃₃
（

と
し
て
、
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
す

る
た
め
の
経
済
的
配
慮
を
国
家
に
対
し
て
要
求
す
る
権
利
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た）
₃（
（

。

　

し
か
し
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
家
永
教
科
書
訴
訟
に
お
け
る
教
育
権
論
争
の
中
で
展
開
さ
れ
た
教
育
法
学
説
を
受
け
、
憲
法
学
説
に
お
い
て

も
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
学
習
権
を
中
心
に
構
成
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
小
林
直
樹
は
﹁﹃
教
育
を
受
け
る

権
利
﹄
は
、
思
想
や
学
問
の
自
由
と
の
関
連
で
、
主
体
の
側
に
即
し
て
よ
り
積
極
的
に
、
国
民
（
と
く
に
児
童
・
青
少
年
）
の
学
習
権
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
﹂）
₃₅
（

と
し
、
奥
平
康
弘
も
、
学
習
権
の
発
想
に
は
知
る
権
利
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
な
ど
の
権
利

構
成
と
似
て
主
体
的
・
能
動
的
な
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
、
学
習
権
的
意
義
づ
け
を
評
価
し
て
い
る）
₃₆
（

。

　

最
高
裁
も
、
旭
川
学
力
テ
ス
ト
判
決）
₃₇
（

（
以
下
、
学
テ
判
決
）
に
お
い
て
、﹁
こ
の
規
定
の
背
後
に
は
、
国
民
各
自
が
、
一
個
の
人
間
と
し
て
、

ま
た
、
一
市
民
と
し
て
、
成
長
、
発
達
し
、
自
己
の
人
格
を
完
成
、
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
学
習
を
す
る
固
有
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
、

特
に
、
み
ず
か
ら
学
習
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
は
、
そ
の
学
習
要
求
を
充
足
す
る
た
め
の
教
育
を
自
己
に
施
す
こ
と
を
大
人
一
般
に

対
し
て
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
と
の
観
念
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
教
育
は
、
教
育
を
施
す
者
の
支

配
的
権
能
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
子
ど
も
の
学
習
を
す
る
権
利
に
対
応
し
、
そ
の
充
足
を
は
か
り
う
る
立
場
に
あ
る
者
の
責
務
に
属

す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
﹂
と
述
べ
、
学
習
権
を
認
め
た
。

二
四
五
二
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．
学
習
権
の
内
実
と
教
育
を
受
け
る
権
利
と
の
関
係

　

こ
の
よ
う
に
憲
法
学
説
・
判
例
の
い
ず
れ
も
が
学
習
権
を
認
め
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
内
実
お
よ
び
教
育
を
受
け
る
権
利
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
見
解
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　

蘆
部
信
喜
は
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
は
、
そ
の
性
質
上
、
子
ど
も
に
対
し
て
保
障
さ
れ
る
。
そ
の
権
利
の
内
容
は
、
子
ど
も
の
学
習
権
を

保
障
し
た
も
の
﹂）
₃₈
（

と
し
、
学
テ
判
決
を
引
用
し
て
い
る
。
野
中
俊
彦
は
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
学
習
権
の
観
念

を
前
提
と
し
て
、
国
民
が
国
家
に
対
し
て
合
理
的
な
教
育
制
度
と
施
設
を
整
え
、
適
切
な
教
育
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
﹂

で
あ
り
、
具
体
的
な
制
度
・
設
備
の
整
備
に
関
し
て
は
立
法
府
の
裁
量
が
働
く
が
、
そ
れ
は
﹁
学
習
権
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
の
制
約
を

受
け
る
﹂
と
主
張
す
る）
₃₉
（

。
浦
部
法
穂
も
、
学
習
権
を
基
底
に
す
え
て
と
ら
え
る
こ
と
で
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
意
味
は
﹁
国
民
が
、
お
の

お
の
の
能
力
以
外
の
理
由
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
国
は
条
件
整
備
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
よ
り
も
、
国
民
す
べ
て
が
、
ひ
と
し
く
、
お
の
お
の
の
能
力
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
は
条
件
整
備
を
す
べ
き
で
あ
る
﹂

と
解
さ
れ
る
と
す
る）
（₀
（

。

　

他
方
、
学
習
権
の
具
体
的
内
容
に
言
及
す
る
学
説
も
あ
る
。
例
え
ば
、
渋
谷
秀
樹
は
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
を
教
育
権
と
略
す
と
教
育
を

授
け
る
権
利
と
の
区
別
が
あ
い
ま
い
と
な
る
こ
と
、ま
た
も
っ
ぱ
ら
受
動
的
に
教
育
を
施
さ
れ
る
と
い
う
含
意
を
も
ち
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
権
利
を
学
習
権
と
呼
ぶ
﹂）
（₁
（

と
し
た
う
え
で
、
子
ど
も
の
学
習
権
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、﹁
教
育
の
制
度
・
設
備
を
整
備
し
、
機
会
均

等
の
保
障
を
政
府
に
対
し
て
請
求
す
る
権
利
﹂、﹁
教
育
内
容
に
つ
い
て
、
自
己
の
精
神
形
成
に
と
っ
て
必
要
・
十
分
な
内
容
・
水
準
の
授
業

を
要
求
す
る
権
利
﹂、
学
習
権
を
侵
害
す
る
行
為
を
排
除
す
る
権
利
を
も
つ
と
し
て
い
る）
（（
（

。
松
井
茂
記
は
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
の
出
発
点

は
、
子
ど
も
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
学
習
す
る
権
利
で
あ
り
、
教
育
は
こ
の
学
習
権
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
﹂
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、

教
育
が
政
治
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
に
と
っ
て
不
可
欠
な
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、﹁
す
べ
て
の
国
民
が
自
由
に
学
び
（
学
ぶ
自
由
）、
教

二
四
五
三
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育
を
受
け
（
教
育
を
受
け
る
自
由
）、
そ
し
て
自
由
に
教
育
す
る
こ
と
（
教
育
の
自
由
）﹂
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
（
も
っ
と
も
、

そ
の
根
拠
を
二
三
条
の
﹁
学
問
の
自
由
﹂
に
求
め
て
い
る
））
（₃
（

。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
学
習
権
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
通
説
的
な
理
解
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
教
育
を
受
け
る
権
利
と
学
習
権
を

同
義
と
捉
え
て
い
る
も
の
、
義
務
教
育
制
度
の
整
備
に
関
し
て
国
に
認
め
ら
れ
た
裁
量
を
統
制
す
る
ひ
と
つ
の
基
準
と
し
て
学
習
権
を
位
置

づ
け
る
も
の
、
学
習
権
か
ら
具
体
的
な
権
利
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
な
ど
、
様
々
で
あ
る
。

　

他
方
、
判
例
は
、
子
ど
も
が
﹁
そ
の
学
習
要
求
を
充
足
す
る
た
め
の
教
育
を
自
己
に
施
す
こ
と
を
大
人
一
般
に
対
し
て
要
求
す
る
権
利
を

有
す
る
と
の
観
念
が
存
在
し
て
い
る
﹂（
学
テ
判
決
）
と
説
示
す
る
が
、
最
高
裁
自
身
、
教
育
を
自
己
に
施
す
こ
と
を
大
人
一
般
に
要
求
す

る
権
利
が
具
体
的
な
請
求
権
で
あ
る
と
考
え
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
説
示
部
分
の
す
ぐ
後
で
、
子
ど
も
の
教
育
は
﹁
そ
の
充
足
を
は
か
り

う
る
立
場
に
あ
る
者
の
責
務
に
属
す
る
も
の
﹂
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
そ
の
上
、
最
高
裁
は
、
国
民
各
自
が
有
す

る
﹁
学
習
を
す
る
固
有
の
権
利
﹂
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
奥
平
康
弘
は
﹁
学
校
教
育
の
場

で
あ
れ
社
会
・
公
民
教
育
の
場
で
あ
れ
、
あ
る
者
が
憲
法
上
学
習
権
を
も
つ
と
い
う
場
合
、
ど
ん
な
権
利
が
意
味
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
誰
に
対
し
て
、
ど
ん
な
と
き
に
、
な
に
を
要
求
す
る
権
利
な
の
だ
ろ
う
か
﹂）
（（
（

と
主
張
し
、
戸
波
江
二
は
﹁
学
習
権
論
は
、
教
育
を
受
け

る
権
利
に
、
子
ど
も
の
教
育
主
体
性
、
子
ど
も
の
学
ぶ
こ
と
の
教
育
学
的
意
味
を
付
与
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
特
別
の
法
的

意
義
を
導
き
出
す
道
具
概
念
と
は
い
い
が
た
い
﹂）
（₅
（

と
述
べ
、
そ
の
法
律
学
的
有
用
性
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る）
（₆
（

。

　

確
か
に
、
憲
法
学
説
や
判
例
が
学
習
権
を
承
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
第
一
義
的
主
体
で
あ
る
子
ど
も
が
学
習
権
を
有
す
る
こ
と
の

具
体
的
効
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
権
利
・
利
益
を
持
つ
の
か
、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
性
格
の
も
の
か
と
い
っ
た
議
論
が
深
め
ら
れ
て
き
た
よ

う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
は
、
む
し
ろ
子
ど
も
の
学
習
権
を
充
足
す
る
た
め
の
教
師
や
親
の
教
育
の
自
由
の
問
題
と
し
て
議
論
が
展

開
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

二
四
五
四
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複
合
的
性
格

　

教
育
を
受
け
る
権
利
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
複
合
的
性
格
の
人
権
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
中
村
睦
男
は
﹁
教
育
を
受
け

る
権
利
の
基
底
に
は
教
育
の
自
由
が
存
在
し
、
両
者
の
間
に
相
互
関
連
性
が
あ
る
﹂）
（₇
（

と
述
べ
、
自
由
権
的
側
面
と
し
て
教
育
の
自
由
を
指
摘

す
る）
（₈
（

。
佐
藤
功
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
﹁
自
由
権
と
し
て
の
性
質
と
生
存
権
的
基
本
権
と
し
て
の
性
質
の
両
面
を
も
つ
﹂
と
し
、﹁
自

由
権
の
側
面
と
し
て
は
、
国
民
が
、
そ
の
受
け
る
教
育
の
内
容
に
対
し
て
国
の
介
入
・
統
制
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
﹂
と
主
張
す
る）
（₉
（

。
野
中
俊
彦
は
﹁
教
育
を
施
す
自
由
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、教
育
を
受
け
る
権
利
も
、

観
念
的
に
は
ま
ず
自
由
権
に
属
す
る
﹂
が
、﹁
現
代
の
高
度
な
技
術
文
明
の
展
開
は
、
教
育
施
設
や
教
育
専
門
家
を
具
備
し
た
教
育
制
度
を

前
提
と
し
た
教
育
を
必
然
的
に
要
求
し
て
い
る
﹂
こ
と
か
ら
、
教
育
を
受
け
る
権
利
は
自
由
権
的
側
面
と
社
会
権
的
側
面
を
併
有
し
た
複
合

的
性
格
の
人
権
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る）
₅₀
（

。
長
尾
一
紘
も
﹁
す
べ
て
の
国
民
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
人
間

的
に
成
長
・
発
達
し
て
い
く
権
利
を
有
す
る
が
、
こ
の
権
利
が
国
家
に
対
し
て
条
件
整
備
を
要
求
す
る
権
利
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
の
が
、
教

育
を
受
け
る
権
利
で
あ
る
﹂）
₅₁
（

と
し
、
自
由
権
と
し
て
の
側
面
と
請
求
権
と
し
て
の
側
面
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
自
由
権
的
側
面
は
﹁
児
童
・

生
徒
等
が
内
容
に
お
い
て
自
由
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
﹂、﹁
内
容
に
お
い
て
中
立
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
﹂）
₅（
（

、﹁
教
育
機
関
・
施
設
な
い
し
教

育
上
の
諸
制
度
の
利
便
の
享
受
を
妨
げ
ら
れ
な
い
権
利
﹂
）
₅₃
（

を
保
障
す
る
と
す
る
。

　

し
か
し
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
複
合
的
性
格
を
認
め
る
学
説
に
お
い
て
も
、
自
由
権
的
側
面
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
統
一
的
な
理
解
が

あ
る
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
自
由
権
的
側
面
は
、
主
に
﹁
教
育
の
自
由
﹂
と
同
義
（
ま
た
は
、
そ
の

一
内
容
を
指
す
）
と
理
解
す
る
文
脈
で
主
張
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
﹁
教
育
の
自
由
﹂
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
﹁
教
育
の
自
由
﹂
と
は
何
を
い
う
の
か―

﹁
教
育
す
る
自
由
﹂
な
の
か
﹁
教
育
内
容
を
決

定
す
る
自
由
﹂（
こ
の
問
題
を
論
ず
る
と
き
に
は
、
し
ば
し
ば
﹁
教
育
権
﹂
と
い
う
用
語
も
使
用
さ
れ
た
）
な
の
か
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、

二
四
五
五
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け
る
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利
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意
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・
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教
育
の
自
由
の
主
体
（
教
師
、
親
、
私
立
学
校
な
ど
）
ご
と
に
、
各
主
体
の
有
す
る
教
育
の
自
由
の
法
的
性
質
や
そ
の
具
体
的
内
容
、
そ
し

て
そ
の
根
拠
と
な
る
憲
法
の
規
定
な
ど
に
つ
き
、
様
々
な
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、﹁
教
師
の
教
育
の
自
由
﹂
に
つ
い
て
は
、

学
テ
判
決
が
二
三
条
に
基
づ
い
て
普
通
教
育
に
お
け
る
教
師
に
一
定
の
範
囲
で
教
授
の
自
由
を
認
め
た
こ
と
で
、
二
六
条
と
の
関
連
性
が
問

題
と
な
っ
た）
₅（
（

。
さ
ら
に
、
教
師
の
公
務
員
と
い
う
立
場
の
特
殊
性
、
教
室
の
密
室
性
な
ど
と
関
連
し
て
﹁
教
師
の
教
育
の
自
由
﹂
の
権
利
と

し
て
の
性
格
も
問
題
と
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
自
由
権
的
側
面
と
教
育
の
自
由
の
異
同
に
つ
い
て
意
識
的
に
論
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
、﹁
教
育
の
自
由
﹂

を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た）
₅₅
（

。
も
っ
と
も
、﹁
教
育
の
自
由
﹂
の
憲
法
上
の
根
拠
も
、
憲
法
二
六
条
で
は
な
く
他
に
求
め
る
説
も
多

い
）
₅₆
（

。
た
と
え
ば
、
奥
平
康
弘
は
﹁
教
育
＝
学
習
に
か
か
わ
る
精
神
生
活
に
あ
っ
て
は
、
近
代
憲
法
は
、
思
想
・
良
心
の
自
由
、
宗
教
の
自
由
、

表
現
の
自
由
、
学
問
の
自
由
な
ど
の
、
精
神
活
動
の
自
由
を
広
く
保
障
し
て
い
る
﹂）
₅₇
（

と
述
べ
、
教
育
の
自
由
の
根
拠
を
、
こ
れ
ら
精
神
的
自

由
権
に
求
め
て
い
る
。
近
時
の
憲
法
学
の
教
科
書
に
お
い
て
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
精
神
的
自
由
権
と
し
て
取
り
扱
う
も
の）
₅₈
（

が
み
ら
れ
る

の
は
同
様
の
考
え
方
に
立
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、二
六
条
に
自
由
権
的
側
面
を
認
め
る
こ
と
に
否
定
的
な
主
張
も
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
佐
藤
幸
治
は
﹁﹃
教
育
を
受
け
る
権
利
﹄
と
は
、
国
民
が
﹃
幸
福
追
求
権
﹄
の
一
環
と
し
て
教
育
の
自
由
を
有
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
国
に
対
し
て
合
理
的
な
教
育
制
度
と
施
設
を
通
じ
て
適
切
な
教
育
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
﹂
だ
と
し
、
二
六
条
の

教
育
を
受
け
る
権
利
は
社
会
権
で
あ
る
と
主
張
す
る）
₅₉
（

。
君
塚
正
臣
も
、
教
育
に
関
す
る
精
神
的
自
由
の
側
面
は
当
該
条
項
の
問
題
と
し
、﹁
憲

法
二
六
条
の
守
備
範
囲
を
﹃
ひ
と
し
く
﹄
と
い
う
社
会
権
的
性
格
﹂
だ
と
主
張
し
て
い
る）
₆₀
（

。

　

以
上
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
学
習
権
の
意
義
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
性
格
等
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
様
々
な
学
説
が
示
さ
れ
議
論
の
蓄

積
を
み
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
学
の
主
た
る
関
心
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
教
育
の
自
由
と
関
連
づ
け
て
論
ず
る
こ
と

に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
翻
っ
て
、
社
会
権
と
し
て
の
教
育
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
活
発
に
議
論
さ
れ
て
き
た

二
四
五
六
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と
は
言
い
難
い
。
二
六
条
一
項
が
定
め
る
教
育
の
機
会
均
等
と
の
関
連
で
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
学
校
・
学
級
選
択
が
問
題）
₆₁
（

と
さ
れ
、
二
項

が
定
め
る
義
務
教
育
の
無
償
と
の
関
連
で
無
償
の
範
囲
を
め
ぐ
る
学
説
の
対
立
が
み
ら
れ
た）
₆（
（

程
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
一
度
﹁
そ
の
能
力

に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

四
．﹁
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂

　

憲
法
二
六
条
一
項
は
﹁
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
を
保
障
し
て
い
る
。﹁
能
力
に
応
じ
て
﹂
と
い
う
文
言

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
﹁
各
人
の
適
性
や
能
力
の
違
い
に
応
じ
て
異
な
っ
た
内
容
の
教
育
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
趣
旨
﹂
）
₆₃
（

と
解
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
適
正
公
平
な
能
力
の
判
定
に
よ
る
ほ
か
は
、
性
別
・
門
地
・
人
種
そ
の
他
に
よ
る
不
合
理
な
差
別
は
許
さ
れ
な
い）
₆（
（

と

す
る
趣
旨
で
あ
る
。
次
に
﹁
ひ
と
し
く
﹂
の
意
味
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
形
式
的
平
等
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
教
基
法
四
条
第
一
項
が
﹁
す
べ

て
国
民
は
、
ひ
と
し
く
、
そ
の
能
力
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
る
機
会
4

4

を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
﹂
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
（
傍
点
筆
者
）。
し
か
し
同
時
に
、
同
条
第
二
項
が
﹁
障
害
の
あ
る
者
が
、
そ
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
、
十
分
な
教
育
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、教
育
上
必
要
な
支
援
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂、同
条
第
三
項
が
﹁
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
、

奨
学
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
前
者
は
障
害
児
に
対
す
る
教
育
機
会
の
保
障
の
要
求
に
、
後
者
は
経
済
的

能
力
の
格
差
是
正
を
目
的
と
し
た
実
質
的
平
等
の
要
求
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

実
質
的
平
等
の
保
障
は
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
と
と
も
に
明
ら
か
と
な
っ
た
社
会
的
・
経
済
的
そ
の
他
諸
々
の
現
実
の
不
平
等
の
是
正

を
要
求
す
る
。
ど
こ
ま
で
平
等
を
実
質
化
す
る
か
は
第
一
義
的
に
は
立
法
府
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
個
別
の
状
況
の
中
で
は
、
憲

法
に
基
づ
い
て
実
質
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
。
日
本
国
憲
法
が
い
わ
ゆ
る
近
代
的
意
味
の
平
等
に
と
ど
ま
ら
ず
、﹁
社
会
権

の
規
定
を
設
け
、
実
質
的
平
等
の
保
障
を
も
志
向
し
て
い
る
﹂）
₆₅
（

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
権
規
定
と
し
て
の
二
六
条
の
﹁
ひ
と
し
く
﹂
の
意

二
四
五
七
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る
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利
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義
・
再
考

味
は
実
質
的
保
障
を
含
む
規
定
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
実
定
法
に
よ
る
教
育
を
受
け
る
権
利
の
保
障
が
﹁
ひ
と
し
く
﹂
与
え
ら
れ
て
い
な

い
と
き
に
は
、
本
条
を
直
接
の
根
拠
と
し
て
実
質
的
平
等
の
実
現
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ど
こ
ま
で
﹁
ひ
と
し
く
﹂
保
障

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
具
体
的
な
不
平
等
（
差
異
）
状
態
に
応
じ
て
、
個
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
33
）　

法
学
協
会
﹃
註
解
日
本
国
憲
法 

上
巻
﹄（
有
斐
閣
・
一
九
五
三
年
）
五
〇
〇
頁
。

（
34
）　

橋
本
公
亘
﹃
日
本
国
憲
法
︹
改
訂
版
︺﹄（
有
斐
閣
・
一
九
八
八
年
）
四
〇
二

－

四
〇
三
頁
。

（
35
）　

小
林
直
樹
﹃︹
新
版
︺
憲
法
講
義
上
﹄（
東
大
出
版
会
・
一
九
八
〇
年
）
五
七
〇
頁
。

（
36
）　

奥
平
康
弘
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
蘆
部
信
喜
編
﹃
憲
法
Ⅲ
人
権
（
２
）﹄（
有
斐
閣
・
一
九
八
一
年
）
三
八
四
頁
。
も
っ
と
も
、
奥
平
は
、﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
の
中
身
・

実
体
は
、
思
想
・
信
条
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
学
問
の
自
由
な
ど
の
憲
法
保
障
の
わ
く
組
み
の
中
で
確
定
し
充
足
さ
れ
る
と
理
解
す
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
二
六
条
レ
ベ
ル
に

お
け
る
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
は
措
置
要
求
的
な
性
格
の
権
利
だ
と
し
て
い
る
（
奥
平
﹃
憲
法
Ⅲ
﹄（
有
斐
閣
・
一
九
九
三
年
）
二
五
六
頁
）。

（
37
）　

最
大
判
昭
五
一
・
五
・
二
一
刑
集
三
〇
巻
五
号
六
一
五
頁
。

（
38
）　

蘆
部
信
喜
＝
高
橋
和
之
補
訂
﹃
憲
法
︹
第
五
版
︺﹄（
岩
波
書
店
・
二
〇
一
一
年
）
二
六
四
頁
。

（
39
）　

野
中
俊
彦
＝
中
村
睦
男
＝
高
橋
和
之
＝
高
見
勝
利
﹃
憲
法
Ⅰ
︹
第
五
版
︺﹄（
有
斐
閣
・
二
〇
一
二
年
）
五
一
七

－

五
一
八
頁
（
野
中
執
筆
）。

（
40
）　

浦
部
法
穂
﹃
憲
法
学
教
室
︹
全
訂
第
二
版
︺﹄（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
六
年
）
一
九
九
頁
。

（
41
）　

渋
谷
秀
樹
﹃
憲
法
﹄（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
七
年
）
三
一
四
頁
。

（
42
）　

同
右
書
、
三
一
五

－
三
一
六
頁
。

（
43
）　

松
井
茂
記
﹃
日
本
国
憲
法
︹
第
三
版
︺﹄（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
七
年
）
五
〇
〇
頁
。

（
44
）　

奥
平
﹃
憲
法
Ⅲ
﹄・
前
掲
書
注
（
36
）
二
〇
七
頁
。

（
45
）　

戸
波
江
二
﹁
国
民
教
育
権
論
の
展
開
﹂
日
本
教
育
法
学
会
編
﹃
教
育
法
学
の
展
開
と
二
一
世
紀
の
展
望
﹄（
三
省
堂
・
二
〇
〇
一
年
）
一
〇
九

－

一
一
〇
頁
。

（
46
）　

内
野
正
幸
も
早
い
段
階
か
ら
学
習
権
の
法
的
有
用
性
を
問
題
と
し
て
い
る
（
内
野
正
幸
﹃
教
育
の
自
由
の
権
利
と
自
由
﹄（
有
斐
閣
・
一
九
九
四
年
）
二
一
〇
頁
）。

（
47
）　

中
村
睦
男
﹃
社
会
権
法
理
の
形
成
﹄（
有
斐
閣
・
一
九
七
三
年
）
三
一
四
頁
。

（
48
）　

中
村
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
学
習
権
的
に
捉
え
る
こ
と
の
意
義
を
、
教
育
を
受
け
る
権
利
（
社
会
権
）
と
教
育
の
自
由
（
自
由
権
）
と
の
結
び
つ
き
が
よ
り
密
接
で
、

二
四
五
八
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両
者
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
、学
習
権
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
に
み
る
。
中
村
睦
男
﹃
憲
法
三
〇
講
︹
新
版
︺﹄（
青
林
書
院
・
一
九
九
九
年
）

一
五
〇
頁
。

（
49
）　

佐
藤
功
﹃
日
本
国
憲
法
概
説
︹
全
訂
第
四
版
︺﹄（
学
陽
書
房
・
一
九
九
一
年
）
二
八
八
頁
。

（
50
）　

野
中
他
・
前
掲
書
注
（
39
）
五
一
七
頁
。

（
51
）　

長
尾
一
紘
﹃
日
本
国
憲
法
︹
新
版
︺﹄（
世
界
思
想
社
・
一
九
八
八
年
）
二
七
九
頁
。

（
52
）　

公
立
学
校
に
お
い
て
は
教
育
内
容
が
政
治
的
・
宗
教
的
に
中
正
で
あ
る
こ
と
、
私
立
学
校
に
お
い
て
は
政
治
的
に
中
正
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
。
同
右
書
、
二

八
〇
頁
。

（
53
）　

同
右
書
、
二
八
〇
、
二
八
二
頁
。

（
54
）　

こ
の
点
に
つ
き
、
有
倉
遼
吉
﹁
憲
法
と
教
育
﹂
公
法
研
究
三
二
号
三

－

六
頁
も
参
照
。

（
55
）　

こ
の
よ
う
な
議
論
状
況
に
対
し
て
、
内
野
正
幸
は
﹁﹃
教
育
を
受
け
る
権
利
の
自
由
権
的
側
面
﹄
と
い
う
言
葉
は
、＂
教
育
の
自
由
＂
の
同
義
語
ま
た
は
そ
の
一
内
容
と
し
て

理
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
＂
教
育
の
自
由
＂
と
は
原
則
的
に
別
個
の
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
﹂
と
主
張
し
、
二
六
条
か
ら
﹁
教
育
を
受
け
る
側

の
自
由
﹂
を
導
出
す
る
。
内
野
正
幸
﹃
表
現
・
教
育
・
宗
教
と
人
権
﹄（
弘
文
堂
・
二
〇
一
〇
年
）
一
一
三
頁
。

（
56
）　

最
高
裁
が
、
学
テ
判
決
に
お
い
て
、
教
師
の
教
授
の
自
由
一
定
の
範
囲
で
認
め
た
際
の
根
拠
は
憲
法
二
三
条
で
あ
る
。

（
57
）　

奥
平
﹃
憲
法
Ⅲ
﹄・
前
掲
書
注
（
36
）
二
五
二
頁
。

（
58
）　

浦
部
・
前
掲
書
注
（
40
）
は
第
二
章
﹁
精
神
的
自
由
権
﹂
の
第
四
節
二
で
﹁
教
育
の
自
由
と
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
渋
谷
・
前
掲
書
注

（
41
）
は
第
三
編
﹁
人
権
各
論
﹂
の
第
三
章
﹁
精
神
生
活
﹂
第
二
節
﹁
内
心
の
自
由
﹂
の
第
二
項
﹁
学
習
権
﹂
の
中
で
教
育
を
う
け
る
権
利
を
論
じ
て
い
る
。

（
59
）　

佐
藤
幸
治
﹃
憲
法
︹
第
三
版
︺﹄（
青
林
書
院
・
一
九
九
五
年
）
六
二
六
頁
。

（
60
）　

君
塚
正
臣
﹁
社
会
権
と
し
て
の
﹃
教
育
を
受
け
る
権
利
﹄
の
再
検
討
﹂
横
浜
国
際
社
会
科
学
研
究
第
一
五
巻
五
号
一
一

－

一
五
頁
。
本
論
文
は
、
憲
法
二
六
条
の
解
釈
論
を
、

憲
法
学
と
教
育
法
学
に
跨
っ
て
丁
寧
に
整
理
し
て
い
る
。

（
61
）　

さ
し
あ
た
り
、
米
沢
広
一
﹃
憲
法
と
教
育
一
五
講
︹
改
訂
版
︺﹄（
北
樹
出
版
・
二
〇
〇
八
年
）
一
三
八

－

一
五
四
頁
、
竹
中
勲
﹃
憲
法
上
の
自
己
決
定
権
﹄（
成
文
堂
・
二

〇
一
〇
年
）
二
一
一

－

二
三
二
頁
参
照
。

（
62
）　

無
償
範
囲
法
定
説
、
授
業
料
無
償
説
、
就
学
必
需
費
無
償
説
な
い
し
就
学
費
無
償
説
の
対
立
が
み
ら
れ
た
。
最
高
裁
は
、
い
わ
ゆ
る
教
科
書
費
国
庫
負
担
請
求
事
件
（
最
大

判
昭
三
九
・
二
・
二
六
民
集
一
八
巻
二
号
三
四
三
頁
）
に
お
い
て
、
授
業
料
無
償
説
を
採
用
し
た
。
も
っ
と
も
、
昭
和
三
八
年
に
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措

二
四
五
九



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

四
三
四

﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂の
意
義
・
再
考

置
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、教
科
書
は
無
償
給
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 

。
佐
藤
幸
治
は
、こ
れ
を
﹁
憲
法
の
要
請
を
越
え
た
措
置
で
あ
る
﹂
と
す
る
（﹃
日

本
国
憲
法
論
﹄（
成
文
堂
・
二
〇
一
一
年
）
三
七
二
頁
）。

（
63
）　

野
中
他
・
前
掲
書
注
（
39
）
五
一
九
頁
。

（
64
）　

小
林
・
前
掲
書
注
（
35
）
五
六
九
頁
。

（
65
）　

野
中
他
・
前
掲
書
注
（
39
）
二
八
一
頁
（
野
中
執
筆
）。

第
四
章　

憲
法
二
六
条
と
実
質
的
な
教
育
機
会
の
保
障

　

先
に
論
じ
た
一
年
以
上
居
所
不
明
者
や
長
期
欠
席
者
の
問
題
は
、
実
質
的
に
教
育
を
受
け
る
機
会
を
失
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
存
在
を
顕

在
化
さ
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
と
も
就
学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
就
学
す
べ
き
学
校
は
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
形

式
的
に
は
教
育
を
受
け
る
機
会
は
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
憲
法
二
六
条
、
教
基
法
四
条
が
保
障
す
る
教
育
の
機
会
均
等
は
、
就
学
す

べ
き
学
校
を
指
定
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
で
足
り
る
の
で
あ
ろ
う
か）
₆₆
（

。

　

一
．
一
年
以
上
居
所
不
明
者
の
場
合

　

一
年
以
上
居
所
不
明
者
の
場
合
、
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
転
居
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
転
居
先
で
学
校
に
通

っ
て
い
る
可
能
性
は
高
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
か
ら
避
難
し
て
い
る
と
き
に
は
、
子
ど
も
の
転
校
先
か
ら
避
難
先
が
判
明
す
る

こ
と
も
あ
り
、
通
学
さ
せ
る
こ
と
を
躊
躇
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
加
え
て
、
借
金
を
理
由
と
し
て
失
踪
し
た
と
き
に
は
、
通
学
さ
せ

る
代
わ
り
に
塾
や
家
庭
教
師
を
利
用
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
子
ど
も
は
自
ら
の
意
思
や
努
力
で
は
変
え

ら
れ
な
い
親
の
事
情
に
よ
っ
て
学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
、
保
護
者
に
対
す
る

二
四
六
〇
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義
務
の
督
促
も
困
難
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、保
護
者
の
就
学
義
務
不
履
行
に
対
す
る
罰
則
規
定
（
学
校
法
一
四
四
条
）
の
趣
旨
は
﹁
義
務
教
育
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
に
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
自
覚
の
な
い
保
護
者
か
ら
子
を
守
り
、
国
民
と
し
て
必
要
な
最
低
限
度
の
教
育
を
保
障
し
よ
う
﹂）
₆₇
（

と
す
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
保
護
者
の
無
自
覚
と
い
う
よ
り
は
、
子
ど
も
を
通
学
さ
せ
た
く
て
も
さ
せ
ら
れ
な
い
事
情
に
よ

る
義
務
の
不
履
行
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
不
履
行
は
、
不
就
学
と
い
う
形
で
子
ど
も
に
反
映
す
る
。
憲
法
二
六
条
の
趣
旨
が
、
憲
法
二

五
条
が
﹁
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
﹂
を
国
民
の
基
本
権
と
し
て
保
障
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
文
化
的
側
面
に

関
し
て
教
育
を
受
け
る
機
会
の
平
等
と
最
小
の
要
請
を
満
た
す
義
務
教
育
の
制
度
を
認
め
た
も
の
で
あ
る）
₆₈
（

と
い
う
、
そ
の
社
会
権
的
意
義
に

立
ち
返
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
保
護
者
が
義
務
を
果
た
せ
な
い
と
き
に
は
、
国
家
が
義
務
を
果
た
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
憲
法
二

六
条
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
法
的
権
利
と
し
て
具
体
化
す
る
教
基
法
は
、
そ
の
五
条
第
二
項
で
、
義
務
教
育
は
﹁
各
個
人
の
有
す
る
能
力

を
伸
ば
し
つ
つ
社
会
に
お
い
て
自
立
的
に
生
き
る
基
礎
を
培
い
、
ま
た
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
基
本
的
な
資
質

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
﹂
と
定
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、
義
務
教
育
は
、
社
会
的
な
自
立
と
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し

て
必
要
と
さ
れ
る
最
低
限
度
の
教
育
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
ら
の
意
思
や
努
力
で
は
変
え
ら
れ
な
い
親
の
事
情
で
不
就
学
に
な
っ
た
児
童
生
徒
は
、
憲
法
二
六
条
が
保
障
す
る
最
低

限
度
の
教
育
を
無
償
で
受
け
る
機
会
を
失
っ
た
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
家
に
よ
っ
て
教
育
の
機
会
を
実
質
的
に
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
失
わ
れ
た
機
会
を
ど
の
よ
う
に
補
塡
す
る
か
は
第
一
義
的
に
は
教
育
政
策
の
問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
、少
な
く
と
も
、

当
該
児
童
生
徒
が
学
齢
期
を
過
ぎ
て
も
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
望
め
ば
、
憲
法
二
六
条
に
基
づ
き
、
そ
れ
は
無
償
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
₆₉
（

。

二
四
六
一
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長
期
欠
席
者
の
中
に
も
、
欠
席
し
て
い
る
間
に
教
育
を
受
け
て
い
な
い
児
童
生
徒
が
存
在
す
る
。
長
期
欠
席
者
の
不
就
学
状
態
は
、
必
ず

し
も
自
ら
の
意
思
な
ど
で
は
変
え
ら
れ
な
い
親
の
事
情
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
一
年
以
上
居
所
不
明
者
の
場
合

と
同
様
に
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
で
登
校
で
き
ず
、
そ
の
間
に
教
育
を
受
け
て
い
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
実
質
的
な
教
育
を
受
け
る
機
会
を
失
し
て
い
る
と
い
え
、
二
六
条
の
﹁
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
の
問
題
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
も
学
年
の
修
了
や
卒
業
が
認
め
ら
れ
、
進
級
や
中
学
へ
の

進
学
が
可
能
と
な
る
。
義
務
教
育
段
階
で
の
修
了
認
定
は
、
年
齢
主
義
と
履
修
主
義
の
考
え
方
の
下
で
、
学
校
長
に
広
い
裁
量
が
認
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
登
校
で
き
ず
（
そ
の
理
由
が
自
他
い
ず
れ
に
あ
る
か
は
と
も
か
く
）、
そ
の
間
に
代
替
教
育
も
満
足

に
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
長
期
欠
席
が
続
い
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
現
行
法
下
で
は
、
学
齢
期
が
過
ぎ
れ
ば
義
務
教
育
の
対
象
外
と
さ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
憲
法
二
六
条
か
ら
修
了
認
定
の
あ
り
方
が
一
義
的
に
導
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
年
齢
主
義
や
履
修
主
義
を
採
る

現
行
の
制
度
自
体
が
違
憲
と
は
い
え
な
い
。
け
れ
ど
も
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
学
齢
期
に
登
校
で
き
ず
代
替
教
育
も
受
け
て
い
な
い

児
童
生
徒
は
、
義
務
教
育
を
受
け
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
不
就
学
期
間
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に

原
級
留
置
を
求
め
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
例
外
的
に
、
一
年
以
上
居
所
不
明
者
の
場
合
と
同
様
の
状
況
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
れ
ば
（
例
え
ば
、
児
童
虐
待
の
発
覚
を
恐
れ
て

親
が
子
を
登
校
さ
せ
ず
不
登
校
扱
い
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
な
ど
）、
学
齢
期
を
過
ぎ
て
も
無
償
の
義
務
教
育
を
受
け
る
権
利
が
保
障

さ
れ
よ
う
。

（
66
）　

こ
の
点
、
永
井
憲
一
は
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
は
、
人
間
が
自
立
し
て
生
活
す
る
基
礎
能
力
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
﹂
で
あ
り
、﹁
教
育
の
機
会
均
等
の
現
実
に
お
け
る

二
四
六
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保
障
は
、単
な
る
学
校
教
育
へ
の
＂
就
学
＂
条
件
と
し
て
の
、た
と
え
ば
﹃
授
業
料
や
教
科
書
費
だ
け
を
免
除
す
る
﹄
と
い
う
よ
う
な
形
式
的
保
障
で
は
足
り
ず
、実
質
的
な
＂
学

習
＂
に
よ
る
＂
発
達
＂
が
保
障
さ
れ
る
＂
修
学
＂
ま
で
の
保
障
に
重
点
が
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
主
張
す
る
（
中
村
睦
男
＝
永
井
憲
一
﹃
生
存
権
・
教
育
権
﹄（
法

律
文
化
社
・
一
九
八
九
年
）
一
六
七

－

一
六
八
頁
）。
も
っ
と
も
、
実
質
的
保
障
が
法
的
権
利
と
し
て
、
憲
法
上
要
求
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（
67
）　

鈴
木
勲
﹃
逐
条
学
校
法
［
第
七
次
改
訂
版
］﹄（
学
陽
書
房
・
二
〇
〇
九
年
）
一
一
〇
九
頁
。

（
68
）　

註
解
・
前
掲
書
注
（
33
）
四
九
五
頁
。

（
69
）　

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
﹁
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
﹂（
い
わ
ゆ
る
﹁
高
校
無
償
化
法
﹂）
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、公
立
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
原
則
授
業
料
が
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
（
た
だ
し
、入
学
金
な
ど
の
授
業
料
以
外
の
費
用
は
対
象
外
）。
ま
た
、

私
立
高
等
学
校
等
に
在
学
す
る
す
べ
て
の
生
徒
に
対
し
て
、
就
学
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
高
校
を
す
で
に
卒
業
し
て
い
な
い
こ
と
、
三
六
月
以
上
在
学
し
て
い
な
い
こ
と

等
の
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

公
立
高
校
の
授
業
料
が
無
償
化
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
高
等
学
校
は
憲
法
上
無
償
と
さ
れ
る
義
務
教
育
で
は
な
く
、
学
齢
期
を
過
ぎ
た
生
徒
が
必
ず
進
学
す
る
こ
と
を

要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
結
果
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
六
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
で
小
学
校
・
中
学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
者
は
三
万
七
六

八
○
人
に
登
っ
て
い
る
（
参
照
註
（
32
））。

お
わ
り
に

　

以
上
、
一
年
以
上
居
所
不
明
者
・
長
期
欠
席
者
の
問
題
を
手
掛
か
り
に
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
意
義
の
再
考
を
試
み
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
憲
法
二
六
条
に
関
す
る
憲
法
学
の
主
た
る
関
心
は
、
学
習
権
や
教
育
の
自
由
と
の
関
連
で
教
育
を
受
け
る
権
利
を
解
釈
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
他
方
で
、
国
家
に
よ
る
義
務
教
育
制
度
の
条
件
整
備
に
関
す
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
憲
法
学
界
に

お
い
て
も
多
く
の
支
持
を
得
た
国
民
の
教
育
権
説
の
下
で
は
、
国
家
の
義
務
教
育
の
条
件
整
備
の
権
能
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
、
国
家
が

教
育
内
容
に
対
し
て
介
入
す
る
口
実
を
与
え
る
も
の
と
の
危
惧
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
四
六
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筆
者
自
身
は
、
学
習
権
や
教
育
を
受
け
る
権
利
の
自
由
権
的
側
面
を
否
定
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
扱

っ
た
問
題
は
、﹁
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
ま
さ
に
社
会
権
と
し
て
の
教
育
を

受
け
る
権
利
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
憲
法
二
六
条
を
受
け
、
経
済
的
理
由
で
就
学
な
困
難
な
者
に
対
す
る
様
々
な
奨
学
制
度
が
講
じ
ら
れ

て
き
た
が
、同
条
の
保
障
す
る
﹁
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
﹂
は
経
済
的
理
由
に
基
づ
く
差
別
を
禁
じ
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

あ
ら
た
め
て
、
社
会
権
と
し
て
の
教
育
を
受
け
る
権
利
の
意
義
を
問
い
直
し
、
無
償
の
義
務
教
育
制
度
の
合
理
性
・
適
切
性
を
﹁
教
育
を
受

け
る
権
利
の
保
障
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
再
考
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
本
稿
は
未
だ
試
論
の
域
を
出
ず
、
こ
こ
で
述
べ
た
権
利

を
法
的
権
利
と
し
て
訴
訟
に
お
い
て
要
求
し
う
る
の
か
、
で
き
る
と
し
て
い
か
な
る
訴
訟
を
提
起
す
べ
き
か
な
ど
検
討
す
べ
き
点
は
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

 

（
二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
脱
稿
）
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